
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 51 地震 

 問題 
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解答は次のページ 
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問 1 「塾技 51」用語チェック 3 を参照。 

地震計ではおもりと針が不動点となる。 ウ 

 

問 2 「塾技 51  」参照。 

初期微動を生じさせる P 波は，Primary（最初の）wave（波）の頭文字で，主要動を生じさせる S 波

は，Secondary（二番目の）wave（波）の頭文字である。 ① 初期微動，② 主要動，③ イ 

 

問 3 「塾技 51  」および「塾技 51」用語チェック 1 を参照。 I 群：ウ，Ⅱ群：カ 

 

問 4（1）初期微動継続時間は震源からの距離に比例する。 

表より，震源からの距離が 60km の B 地点での初期微動

継続時間は，6 時 32 分 25 秒－6 時 32 分 15 秒 = 10〔秒〕

となるので，原点および (10，60) を通る直線となる。 

 

 

 

（2）A地点は B 地点の 2 倍の震源距離なので，初期微動継続時間は，10 × 2 = 20〔秒〕となる。こ

こで，P 波の速さを求めると，P 波は B 地点から C 地点までの距離，150－60 = 90〔km〕を， 

6 時 32 分 30 秒－6 時 32 分 15 秒 = 15〔秒〕で進んでいるので，90 ÷ 15 = 6〔km/秒〕とわかる。

よって，B 地点に P 波が到達する時間は，60 ÷ 6 = 10〔秒〕，地震発生時刻は，6 時 32 分 15 秒

－10 秒 = 6 時 32 分 5 秒とわかる。 

一方，A地点に P 波が到達する時間は，120 ÷ 6 = 20〔秒〕となるので，A地点で Y が始まった

時刻は，6 時 32 分 5 秒 + 20 秒 + 20 秒 = 6 時 32 分 45 秒と求められる。 6 時 32 分 45 秒 
 

表より，B 地点と C 地点の震源距離の差は 90km，Y が始まった時刻の差は 30 秒とわか

る。一方，A 地点と B 地点の震源距離の差は 60km，Y が始まった時刻の差を x秒とする

と，90：60 = 30：xより，x = 20 

よって，A 地点で Y が始まった時刻は B 地点より 20 秒遅れて，6 時 32 分 45 秒となる。 

 6 時 32 分 45 秒 

 

（3）表より，S 波は B 地点から C 地点までの 90km を 30 秒で進んでいるので，S 波の速さは， 

90 ÷ 30 = 3〔km/秒〕とわかる。一方，（2）より，P 波の速さは 6km/秒なので，震源距離が 30km

の地点にゆれ X が到達する時間は，地震発生後，30 ÷ 6 = 5 秒後となる。よって，震源距離 135km

の地点に緊急地震速報が伝わるのは，震源発生の 9 秒後とわかる。 

一方，震源距離 135km の地点でゆれ Y が始まる時間は，135 ÷ 3 = 45〔秒〕となるので，求める

時間は，45－9 = 36〔秒〕後となる。 36 秒後 
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塾技 51  補充問題 解答・解説 
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